〈論文紹介〉 Lingua Vol. 122, Issue 13, Special Issue on Varieties of Pitch Accent Systems, Edited by Haruo Kubozono, Elsevier, October 2012 by 窪薗 晴夫
国立国語研究所学術情報リポジトリ
〈論文紹介〉 Lingua Vol. 122, Issue 13,
Special Issue on Varieties of Pitch Accent









158 国語研プロジェクトレビュー　Vol.4 No.2 2013




Lingua Vol. 122, Issue 13, 
Special Issue on Varieties of Pitch Accent Systems
(GLWHGE\+DUXR.XER]RQR
(OVHYLHU2FWREHU
この Lingua特集号は 2010年 12月に国語研で開催されたプロジェクト主催の国際シンポ




















という概念そのものに疑問を投げかける研究者も少なくない（Hyman, L.M., 2006. Word-pro-




特集の序論として，pitch accent, stress accent, toneなどといった基本概念の定義，pitch 
159国語研プロジェクトレビュー　Vol.4 No.2 2013
論文紹介
accentの言語間差異と言語内差異，word accentと word toneの区別，無アクセント語
が持つ意味などを解説している。




3.　‘Culminativity, stress and tone accent in Central Swedish’（Tomas Riad）
スウェーデン語のピッチアクセント体系に関して，これまでゲルマン諸語に提案さ
れてきた分析とは異なる新しい分析を提案している。
4.　 ‘The Persian pitch accent and its retention after the focus’（Vahideh Abolhasanizadeh, Mah-
mood Bijankhan and Carlos Gussenhoven）
音響実験と知覚実験をもとに，ペルシア語が stress accentではなく pitch accentの特
徴を持つことを示し，その実態を詳細に論じた。










7.　‘Prosodic typology in Japanese dialects from a cross-linguistic perspective’（Yosuke Igarashi）
日本語のプロソディー体系が文の特性（イントネーション）によってどのように類
型化できるか考察し，その類型仮説を他の言語にも応用することを提唱した。
8.　‘Stress in windows: Language typology and factorial typology’（René Kager）
Stress言語における stressの付与位置に three-syllable windowが存在することを示し，
同じ考え方が日本語をはじめとする pitch accent言語の分析にも有用であることを論
じている。
9.　‘Deconstructing stress’（Harry van der Hulst）
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